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はじめに
　澁谷工業では、「カスタマーファース
ト（※ 1）」を貫き、お客様のニーズに
合わせたパッケージングプラントを
「ターンキー（※2）」で提供するビジネ
スを主体としている。また最近では、「再
生医療」事業にも進出している。
　当社のホストコンピュータの変遷は、
System/32 か ら 始 ま り、 現 在 の
PureFlexSystem（※ 3）に至る。そし
て新たに基幹システムを構築する場合
は、主にDelphi/400 を利用し構築して
いる。しかし現時点でも、5250 画面で
稼働するシステムは少なくない。
　そんな中、当社の工作部よりタブレッ
トを利用した業務改革相談を受けた。工
作部は部品加工を担当する部門である
（※4）。相談された内容は、現場でタブ
レットを利用して既存の 5250画面シス
テムを使いたいというものであった。
　しかし工作部の業務およびシステムを
分析してみると、さらに合理化する余地
があるとわかったので、新しいシステム

対応を提案することにした。本稿では工
作部からの依頼をトリガーとして、現場
にマッチし、かつ他部門を巻き込んで構
築したシステム内容を説明する。

工作部の既存システム 	

　既存の工作部システムは、基本的に
5250画面で構築したシステムである（※
5）。【図 1】【図 2】以下に、そのシステ
ム概要を記す。
　
①伝票発行時にマスターから部品工程情
報を自動作成
②部品納期および予定工数から、部品工
程納期を自動計算
③実績管理
④工程管理／負荷管理　など

既存システムの問題点
　既存の工作部システムは、自部門内の
業務をターゲットとしたため、前工程の
情報がまったく見えないという課題が

あった。
　そこでまず、前工程について説明しよ
う。部品加工するには、必ず材料が必要
である。その材料調達は、以下の2つに
分類できる。

①型切鋼材
　加工部品の材料を外注先企業から調達
する場合、「型切鋼材」と呼ぶ。この型
切鋼材システムおよび業務の問題点に
は、下記が挙げられる。【図3】

・前工程システムは、担当部門がスタン
ドアロンで管理している（※ 6）。そ
のため、工作部をはじめとする各部門
とシステム情報を共有できない。

・外注先企業の事務所宛てに、伝票とと
もにバーコード付き荷札を郵送して
いる（*7）。荷札は納品物とともに当
社へ送付されることを想定している
が、外注先の事務所と作業現場が離れ
ているため、作業現場に荷札が回付さ
れず、結果的に当社に戻ってこないこ
とが多い。 
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図2　既存工作部の工程管理（Excel）／負荷管理（WEB）

図1　既存工作部の5250画面システム
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したとおりである。
　これを実装するには、以下が必要とな
る。
　
・荷札情報をメールで送付することによ
り、外注先の作業現場で受け取りやす
くする。

・荷札情報を外注先の作業現場で参照可
能とする。

　Delphi/400 開発者なら誰しも思いつ
く帳票ツールは、QuickReport と Fast 
Report であろう。しかしこれらのツー
ルでは、今回の荷札に求められる以下の
要件をすべて満たすのは難しいと判断し
た。
　
・PDFなど一般的に参照可能な電子媒
体に変換可能

・PCのリソースをなるべく消費しない
・バーコードフォントを必要としない

　これらを踏まえ、筆者は IBM i 側で
Java を利用してExcel を作成する（プ
ロテクト状態）方法を選択し、メール送
付することとした（※ 9）。また、該当
プロシージャをサブミット（※ 10）す
ることで、PC資源占有問題を解消した。
【図9】【図 10】
　しかし問題はまだある。通常Excel
でバーコードを印字する場合、バーコー
ド用フォントが必要となる。そのため、
送付先でも同じフォントの導入が必要と
なる。
　そこで考えたのは、無償フォントで作
成したバーコードイメージ化である。今
回必要な文字は、「*」「K」「0〜 9」と
なり、これらをプロシージャ側で動的に
バーコードをつなぎ合わせた。これによ
りどこで出力しても、バーコードを表記
できる。当然、印字バーコードの読み込
み検証も実施済みである。【図11】
 

（3）‌�伝票№と荷札が 1 対多の対応（材
料到着および材料受入）

　筆者自身、その事実に驚いたが、この
状況を変えない限りシステム対応できな
い。しかし伝票№と荷札を1対 1に紐付
けると、他システムやテーブル構成に大
きな影響がある。
　この壁をどう考えるか。再度担当者と
ヒアリングを重ねた結果、たとえ1対多

務 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 数 多 く
Delphi/400 で開発し、開発手法に慣れ
ていること、およびWindowsタブレッ
トアプリケーションであれば、従来の
PCアプリケーションとまったく同じ
Delphi/400 の開発手法で構築できるこ
とが理由である。
　業務改善に直結するシステム改善ポイ
ントとして、以下の項目を重点的に考え
た。

1　�前工程業務システム構築、および工
作部システムとの連携

2　材料到着・受入業務の効率化
（1）材料到着状況、受入状況の把握
（2）‌�荷札送付時のバーコード作成と送付

方法
（3）‌�伝票No.と荷札が1対多となってい

ることへの対応

前工程業務システム構築
工作部システムとの連携
　既存の工作部システムと前工程システ
ムの連携は必須である。
　そこで型切鋼材のスタンドアロンシス
テムで保有している情報を IBM i の基
幹システムに転送し、工作部システムで
情報の共有を可能にする。スタンドアロ
ンシステムのデータ（dBase）を CSV
に変換後、IBM i に転送する仕組みが
今回工夫したポイントの1つである。【図
5】
　また IBM i への型切鋼材データ取り
込み後の各種UI 画面は、Delphi/400
で構築した。【図6】【図 7】
 

材料到着・受入業務の
効率化

（1）材料到着状況、受入状況の把握
　荷札バーコードをトリガーとし、材料
到着および受入状況に関する情報を各拠
点で共有可能とする。材料到着処理画面
と材料到着監視画面（タブレット）は、
Delphi/400で構築した。【図8】
 

（2）‌�荷札送付時のバーコード作成と送
付方法

　荷札送付先を外注先の事務所から材料
加工場所へ変更することにより、納品物
への荷札添付漏れを防止する狙いは前述

②切出
　当社担当部門に依頼し、社内ストック
素材を必要量切断する場合を「切出」と
呼ぶ。切出システムおよび業務の問題点
には、下記が挙げられる。【図4】
　
・工作部システムとのリンクがない
・該当伝票と「切出」が1対多であるた
め、工作部が材料調達する単位の「切
出」が伝票番号から一意に決定できな
い。

　工作部システムと前工程システムが連
携していないので、工作部では「型切鋼
材」情報は電話、「切出」情報は切出シ
ステム画面に切り替えて確認していた。
そして工作部に納入される材料は、いつ
の間にか各材料置き場に置かれていると
いう運用である（以下、「材料到着」と
言う）。そのため工作部メンバーが毎日、
各材料置き場を回り、「この材料はどの
加工に使うものか」を考えながらメモを
取り、そのあと事務所で既存システムに
入力していた（以下、「材料受入」と言う）。

システム設計と工夫点
　これらの現状を踏まえ、システム設計
に入った。まず、部品加工業務の現場で
システムを利用するので、依頼どおりに
タブレットは必須と判断した。機器構成
として、Windowsタブレット、タッチ
ペン、Bluetooth 接続バーコードリー
ダーを採用した。やはり現場で利用する
場合、指での直接操作は向かないと判断
した（※8）。
　タブレット上で稼働するシステムにつ
いては、当初の依頼どおり既存の 5250
画面の使用を検討したが、文字入力ベー
スである 5250画面を、選択入力との相
性がよいタブレット上で利用するには非
常に使い勝手が悪い。そのため方針を変
更し、GUIベースで IBM i のタブレッ
トシステムを構築することとした。
　また、工作部の業務改善に役立つ新機
能のいくつかは、PCでの使用を想定し
たが、こちらもIBM i のGUIアプリケー
ションとして開発した。
　PCおよびタブレットで稼働するIBM i 
の GUIアプリケーション開発ツールに
は、Delphi/400を採用することとした。
　これは、今までにも IBM i 対応の業
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図4　「切出」問題点

図3　「型切鋼材」問題点
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（見積書はFax送信）。
（※ 7）当社と外注先間では、EDI
（Electronic Data Interchange）を利用
している場合もあるが、現時点では型切
鋼材外注先でEDIはまったく利用され
ていない（外注先側が対応できないため）
（※ 8）現場では油やほこりがある中、
材料を扱う。そのため、指でタブレット
操作する場合、画面が汚れるのはもとよ
り、iPad／Android アプリケーション
のようなスムーズすぎる操作性は向かな
いと判断した。
（※9）第6回　Migaro.Technical Award
掲載の「Delphi/400 と Delphi を利用
した IBM i 資源の有効活用」参照。メー
ル配信は、IBM i 内で ORACLE 社の
JavaMail を利用。
（※ 10）Delphi/400 で IBM i と接続し
ているジョブから、別のジョブで該当プ
ロシージャを実行すること
（※11）岸博幸氏（慶應義塾大学大学院
メディアデザイン研究科教授）講演内容
「New Combination」より
� M

話題になるたびに、人間の仕事を奪う可
能性が論じられている。筆者は、これは
「ある意味正しく、ある意味間違ってい
る」と考える。　
　確かに、たとえ複雑でもルーチンワー
クなどは近い将来、それらの技術にとっ
て代わられるのは間違いない。またそれ
以外でも、多くの仕事が新技術が取って
代わると予想する。しかし、新たな仕事
が創出されるとも考える。
　その新たな仕事とは何か。また誰もが
対応できるかなど、現時点では不確定要
素が多い。しかし、ひとつ断言できるこ
とがある。たとえば、マニュアル記載内
容は問題なく対応できるが、そのほかに
対応できない。つまりコモディティ化し
た技術者は、激動する時代では自然淘汰
されると考える。そんな今こそ、「何が
できる」ではなく「何をするか」の考え
が必要である。
　これまで筆者がこのMigaro.Technical 
Awardで発表してきた内容は、決して
大きなイノベーションを起こしているわ
けではない。しかし今あるもの同士を、
今までにない組み合わせにより、小さな
イノベーションを起こし続けていると自
負している。
　そして、それを起こし続けることが重
要であるとも考えている（※11）。その
ことを深く胸に刻み、今後の激動する時
代の中、Delphi/400 および新技術とと
もに私自身も成長し続けていく所存であ
る。
　最後となるが、本稿にて今後技術者が
向かうべき方向の一助となれば幸いであ
る。

（※1）お客様第一主義
（※2）すぐに稼働できる状態
（※3）サーバー（IBM i 含む）、ストレー
ジ、ネットワーク、仮想化、管理機能が
一体化したシステム。
（※ 4）当社で部品加工を行う部門。部
品加工は社内、外注、社内＋外注など、
さまざまな形態で行うケースがある。
（※5）第 9回Migaro.Technical Award
「Windows Like 5250への道のり」で紹
介した内容にて構築
（※ 6）実績管理はdBase（初期マイク
ロコンピュータ向けに開発された
DBMS）利用。見積管理は、Excel 利用

であっても、その荷札がどの切出である
かは一目瞭然である旨を確認した。
　そこで、Delphi/400 で構築した材料
受入処理画面（タブレット）の処理方法
に関する考え方を改め、バーコード読み
込み時に1：多の場合のみ、自動的に別
ポップ画面に該当切出情報を表示させ、
その中で選択する仕様とした。【図12】

システム運用後の
問題点と打開策
　上記の工夫点を実装して運用を開始し
たが、新たな問題点も浮き彫りになった。
以下にその問題点を記す。

①リアルタイム参照不可
　通常、Delphi/400 で最新情報を取得
するには、何らかのアクションが必要と
なる。しかし通常のWindows アプリ
ケーションのように、何もアクションせ
ずに、最新状況を把握したいという意見
が多くのユーザーから寄せられた。
　そこで、完全リアルタイムとはいかな
いが、Delphi タイマーを利用し、一定
間隔おきに最新状況を表示する仕様とし
た。【図13】
 
②伝票№を読み込めない場合がある
　バーコードの汚れなどのため、ある程
度の割合で伝票Noを読み込めない現実
に直面した。そこで、タブレットで簡単
に入力可能なキーボード機能を搭載し
た。
　OSとしてもキーボード機能をサポー
トしているが、その表示により入力項目
が隠れ、また英字・数字の切り替えなど
ユーザービリティが悪いと判断し、この
機能を実装した。簡易キーボード機能も
Delphi/400で構築している。【図14】

　以上のように、構築前および運用後の
問題点をクリアし、現在に至っている。
工作部や前工程部門の評価も上々であ
る。現在はさらなる業務改革に向けて、
新プロジェクト進行中である。

最後に
　昨今、AIや Cognitive（ロボット技
術を含む）技術が目まぐるしい進化をと
げている。そして、それら技術の進化が
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図6　前工程　各種管理画面（システム情報共有可）

図5　dBase→IBM i取り込み
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図8　材料到着処理・監視の構成イメージ

図7　メール添付見積回答→ドラック＆ドロップ→情報取り込みイメージ
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図10　CLプログラムよりJava実行イメージ

図9　PC資源解放イメージ
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図11　バーコードの流れ

図12　タブレットベースの材料受入処置画面
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図14　簡易キーボード機能

図13　Delphiタイマーコンポーネントおよび監視間隔制御
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